
令和
れ い わ

６年度
ね ん ど

      天瀬
あ ま せ

っ子
こ

のやくそく 
つぎ

次のやくそくを
まも

守って、
たの

楽しく
あんぜん

安全な
がっこう

学校
せいかつ

生活を
おく

送りましょう。 

１ 
とうこう

登校
じ こ く

時刻  ７
じ

時５５
ふん

分～８
じ

時５
ふん

分に
とう

登
こう

校する。 

２ 
げ こ う

下校
じ こ く

時刻  
げんそく

原則として、
へいじつ

平日は
ご ご

午後３
じ

時までに
げ

下
こう

校する。  

３ 
ふくそう

服装 

 (1) 
かつどう

活動しやすいように
か

華
び

美な
ふくそう

服装（
かみ

髪
がた

型）はさける。登校後
とうこうご

、
な ふ だ

名札をつける。 

 (2) ズックは、
うち

内ばきと
そと

外ばきの
く べ つ

区別をする。
うち

内ばきは
しろいろ

白色をベースに、はきやすく、
うご

動きや

すいズックをはく。 

 (3) 登
とう

下校
げこう

時
じ

は、
き い ろ

黄色の
あんぜん

安全
ぼ う し

帽子をかぶる。 

４ 
あんぜん

安全について 

 (1) 
とうこう

登校は、
ほ

保
ご

護
しや

者が
ちょうない

町内で
はん

班をつくり、
つ う が く ろ

通学路を
まも

守って
しゅうだん

集団
とうこう

登校する。 

 (2) 
じ て ん し ゃ

自転車の
じょうしゃ

乗車について 

・
て い き て き

定期的に
てんけん

点検し、ヘルメットをかぶって
の

乗る 

（ヘルメットがない場合は、
き

黄
いろ

色の
あんぜん

安全
ぼ う し

帽子をかぶって
の

乗る。） 

・
あめ

雨や
ゆき

雪が
ふ

降っているとき、
ど う ろ

道路がこおっているとき、
かぜ

風が
つよ

強いときは
じ て ん し ゃ

自転車に
の

乗らない。 

・１、２
ねん

年は、
ど う ろ

道路では
の

乗らないで、
あ

空き
ち

地や
こうえん

公園で
の

乗る。 

・３～６
ねん

年は、
こうつうりょう

交通量の
おお

多い
ど う ろ

道路では
の

乗らない。（
うら

裏の
ち ず

地図を
さんこう

参考）また、
こ う く が い

校区外や
くら

暗くな

ってからの
じょうしゃ

乗車はしない。 

 (3) キックボード、ブレイブボード、ローラーシューズ
など

等は、
どう

道
ろ

路
じよう

上 では使わない。 

 (4) 
ふ し ん し ゃ

不審者・
ふ し ん

不審
で ん わ

電話への
たいおう

対応 

・
がいしゅつ

外出するときは、
い

行き
さき

先や
かえ

帰る
じ こ く

時刻を
つた

伝え、
ぼうはん

防犯ブザーを
み

身に
つ

付けて
で

出かける。 

・
ふ し ん

不審な
ひと

人に
こえ

声をかけられても、
つ

付いて
い

行かない。
き け ん

危険を
かん

感じたら、
おおごえ

大声で
たす

助けを
もと

求め、「こ

ども
ひ ゃ く と う ば ん

１１０番の
いえ

家」や
ちか

近くの
いえ

家にかけこむ。 

・
ふ し ん

不審な
で ん わ

電話がかかってきたら、すぐに
いえ

家の
ひと

人にかわり、
こ じ ん

個人
じょうほう

情報を
つた

伝えない。 

・
お と な

大人のいない
いえ

家では、
あそ

遊ばない。 

５ その
た

他 

 (1) 
け っ せ き と ど け

欠 席 届  ：
けっせき

欠席や
ち こ く

遅刻するときは tetoruに８
じ

時までに
にゆう

入
りよく

力 する。
でん

電
わ

話の
ば

場
あい

合は７
じ

時３０
ふん

分～８
じ

時までに
れんらく

連絡する。
つづ

続けて
けっせき

欠席するときも
かなら

必ず
にゆう

入
りよく

力 ・
れんらく

連絡

する。(インフルエンザなどの
しゆつせき

出 席
てい

停
し

止の
ば

場
あい

合を
のぞ

除く) 

 (2) 
せいかつ

生活リズム ：四つ
は

葉の
せいかつ

生活リズム（
はや

早ね・
はや

早
お

起き・
あさ

朝ご
はん

飯・
は

歯みがき・
のう

脳を
げ ん き

元気にする

くらし）を
こころ

心 がける。 

 (3) 
わ す

忘 れ
も の

物  ：
とう

登
こう

校
ちゆう

中 、
わす

忘れ
もの

物があっても、
いえ

家に
と

取りに
かえ

帰らない。 

 (4) 
も

持 ち
も の

物 ：
み

身じたく、
も

持ち
もの

物を
ととの

整えて
とうこう

登校する。
がっこう

学校で
つか

使う
もの

物
い が い

以外は
も

持ってこない。 

 (5) あいさつ ：
せんせい

先生や
とも

友だち、
ち い き

地域の
かた

方にきちんとあいさつする。 

 (6) 
あ ん

安
ぜ ん

全   ：
ちか

近くの
かわ

川や
うみ

海へ、
こ

子
ども

供だけでは
い

行かない。また、
こ う く

校区には、
こうつうりょう

交通量の
おお

多い
ど う ろ

道路 

や
ふみきり

踏切があるので
き

気を
つ

付けて
つう

通
こう

行する。 

 (7) クロームブック：クロームブックは
がく

学
しゆう

習 に
つか

使う。クロームブックの
やく

約
そく

束を
まも

守って
つか

使う。 
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おお

大
あめ

雨 のとき 
ぞう

増
すい

水 する 

みん

民
か

家はある 

が、
ひと

人
どお

通 り 

が
すく

少 ない 

よう

用
すい

水 と
しら

白
いわ

岩
がわ

川 の 
ごう

合
りゆう

流
ち

地
てん

点  

ひとけ
人 気がない 
しら
白

いわ
岩

がわ
川 が 

ちか
近 い 
せん
線

ろ
路 に

はい   
入 れ る 

三成校区 

水橋児童館 

さく

柵 もふたもない
よう

用
すい

水  


